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1.はじめに	
 

デザインにおいて,イメージと配色は切っても切れない重

要な関係にあるが,デザイン経験や知識が乏しい場合,色彩の

膨大な組み合わせからイメージにあう配色を求めるは容易で

はない.	
 また,配色に意味を含ませる作品も少なくない.例え

ば,橙と黄の 2 色配色のイメージは「元気な」「暖かい」など

である.一方で「落ち葉」「ひまわり」などを想起する場合も

考えられる.よって,デザイナーが「元気な」イメージで制作

したが,色彩の影響より「落ち葉」を想起する可能性があり,

デザイナーと受け手の考えるイメージが異なってしまう.前

者のような形容詞や抽象的表現は主に印象語と呼ばれ,後者

のような具体的な物や事柄などは連想語と呼ばれる.感性の

研究では,被験者実験の回答取得には主に,印象語を用いるた

め,連想語は配慮がされていないことが多い.	
 

	
 従来の配色支援システムは 1 つ色彩を選択すると補色と隣

接色を計算し,配色を推薦されており,色彩調和に考慮したシ

ステムや特定の印象語の中から１つ選択し,色を推薦するシ

ステムが存在する.しかし,連想語の配慮がされてない事から

卒業論文[1]で「２配色における印象語と連想語の想起につい

て」という研究で大学生を対象に行った.結果は,すべての色

で連想語が印象語よりも有意に多い事が判明し,連想語の重

要性を強める事が出来た.	
 

	
 相馬ら[2]の研究で,幼年や少年時代の連想は主として身辺

にあるものへの具体的な連想が多く,成人になるに従って社

会と結びついた抽象的観念が多くなるという傾向がみられる

事が判明した.そこで本研究では連想語と印象語の想起を世

代差や性差による違いを明らかにするために若年者と高齢者

の比較をした.	
 

2.先行研究	
 

2.1.色彩によるイメージと推薦システム	
 

	
 大山ら[3]は,SD法を用いて,マンセル表色系と色彩感情の関

数	
 的関係を分類し,単色感情式と2色配色の感情式を提案した.

また,牧野ら[4]は,3色配色制作を行いオノマトペによる印象

の違いを配色イメージから検討した.しかし,配色に対する被

験者からの回答には,印象語だけでなく,連想語も含まれると

考えられる.よって,大山らのようにSD法を用いる実験では,連

想語への配慮ができていない.	
 

2．2．色彩による嗜好の構造化	
 

	
 Mahnke[5]は,色を知覚することは経験することを意味し,そ

れは意識や認識になると論じた.このプロセスには,体系的な

方法で経験を定義する事が困難なので,色彩経験ピラミッドを

作成した.齋藤ら[6]は,色彩嗜好の3層構造モデルを論じた.	
 

Mahnkeらや齋藤らの構造化により,色彩知覚や嗜好のための背

景構造が明らかになったが,その構造の層ごとの幅などは明ら

かになっていない.	
 

2.3.色彩による連想学習	
 

	
 Anya	
 C.HurlbertとYazhu	
 Lingら[7]は,先天性要因と後天要

因の色彩嗜好の男女の差について研究し,両方の要因が複雑に

絡み合っている事を示した.	
 Palmerら[8]は,色による嗜好はそ

の色の連想物の嗜好と関連する事を示した.	
 Anya	
 C.Hurlbert

とYazhu	
 LingらとPalmerらの研究より後天的要因も強いことが

示唆されてきている.しかし,色彩の嗜好と連想は研究されて

いるが,色彩の印象と連想については明らかになっていない.	
 

2.4.色彩による名詞と形容詞	
 

	
 伴ら[9]は単色から想起される印象を,若年者から高齢者ま

で複数の世代から回答させて分析した.	
 伴らの調査結果は,名

詞句と形容詞句を分離せず,まとめて「印象語」と名付けて報

告されている.	
 そこで本研究では,伴らの調査結果をメタ分析

して,名詞句（本研究では連想語）と形容詞句（本研究では印

象語）に分けて集計をしてみた.その結果,どの世代でも連想語

が印象語よりも多い事が分かった.一方,香川ら[10]の研究で

は,慣用色の認識には母親と女子大生の間に差があり,母親は

女子大生に比べ,自然界や文化への関心が高いことが明らかに

なっている.	
 この結果から,	
 色の認識には世代差が存在する

可能性のあることが示唆される.	
 

3．本研究のアプローチ方法	
 

	
 本研究では,配色に着目し,印象語と連想語の想起について

被験者実験を実施し,データ分析をする.印象語と連想語の性

質は以下表1に示す.	
 

表1,連想語と印象語の性質

	
 

	
 本研究では配色の中でも2色配色に着目し,印象語と連想語

の想起について若礼者と高齢者による差を明確にする事を目

的とする.具体的には2色配色を提示し,自由回答を口頭で行う
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アンケートを実施する.その後,印象語と連想語に分類し,世代

や性差ごとの量や想起順を分析する.	
 

4．実験方法	
 

4．1．被験者	
 

健常な視力および色覚を有する若年者20名（20歳〜24歳男性

16名女性:4名）と健常な視力および色覚を有する高齢者22名

（65歳〜69歳男性11名	
 女性:11名）	
 

4．2．配色素材と配色パターン	
 

	
 配色素材は,色彩からメッセージを発すること（ロゴマーク

など）に多く用いられる色の代表8色を使用し,それらをPCCS表

色系のビビッドトーンに当てはめ,6色の有彩色（赤v2,黄v5,橙

v8,緑v12,青v17,紫v20）と黒と白を使用した.これらの2色配色

の組み合わせは,8C2(8色(上)×7色(下)×1/2)×2(上下反

転)=56パターンとし,同色の組み合わせ(8パターン)と合計し

た64パターンを用意した.	
 

	
 若年者に向けた本実験は64パターンを使用したが,上下反転

しても解答に変化がないため,高齢者向けには上下反転をしな

い2色配色の組み合わせとし,8C2(8色(上)×7色(下)×1/2)＋

8(単色)=36パターンを使用した.	
 

4.3.実験の提示,回答方法	
 

	
 背景は無彩色（マンセル明度N5.0）とし,その上にパターン

を示した.	
 若年者に向けた本実験は色配色のパターンは枠な

しの正方形を上下に配置した.	
 上下反転しても解答に変化が

ないため,高齢者向けには上下反転をしない2色配色の組み合

わせとし,枠なしの正方形を4箇所に配置した.	
 

	
 本実験の回答方法は自由回答とし,それぞれ2色配色を提示

し,思いついた言葉を口頭にて回答をしてもらった.	
 	
 

複数解答も許可とした.また,	
 提示後のレスト時間を設けた.

学生の回答方法は提示時間を8秒間,レスト時間を8秒間に設定

し,高齢者の回答方法は提示時間を16秒間,レスト時間を16秒

間に設定した.提示順序は,順序効果に配慮し,ランダム提示と

した.	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 

8秒提示	
 →	
 8秒レスト	
 →	
 8秒提示	
 →・・・×36回	
 

図1,回答方法	
 

4.4.分類方法	
 

	
 自由回答を品詞や表現対象に応じて印象語と連想語に分類

し,実験者本人が判別作業を行った.ここでは,色について（[山

吹色]や[赤の方がさっきより暗い赤]）や嗜好（[好き]や[好み]）

についての回答もあったが排除した．	
 

4.5.分析方法	
 

	
 分散分析を用いて,高齢者と若年者,男性と女性,色名毎に回

答数の平均値の間に,	
 有意な差が存在するにかどうか解析を

行った.	
 なお「平均発言数」とは,特定の色を含む配色8パター

ンの合計数を被験者数で割って平均を取ったものと定義する.

図上のアスタリスク(＊)は有意差p値であり,「＊」はp<0.05,

「＊＊」はP<0.01以下を示す.	
 	
 

5.分析結果	
 

5.	
 1.	
 世代差と性差	
 

	
 連想語と印象語の平均発言数を世代間および性別間で比較

した.その結果どの世代でも有意差が見られた（図2）.高齢者

の女性だけは連想語より印象語の方を多く想起していた.一方,

男性ならびに若年者女性は,印象語より連想語の方を多く想起

していた.

	
 
図2,平均発言数における世代と発言内容比較	
 

	
 印象語の平均発言数を若年者と高齢者で比較すると,高齢者

のほうが有意に多いことがわかった（図3）.連想語の平均発言

数は有意差がなかったため,年齢を重ねるごとに抽象的な表現

が得意になり,印象語の使用回数が増えた可能性がある.	
 

	
 
図3,平均発言数における世代と発言内容比較	
 

性差を加えて比較すると,連想語の平均発言数は,若年者	
 の男

女と高齢者の男女すべてに有意差が見られた（図4）.女性の連

想語発言数は年を経るほど減少し,逆に男性は増加するという

結果が得られた.	
 

	
 
図4,連想語平均発言数における世代と性差比較	
 

	
 また,性差を加えた印象語の平均発言数は,それぞれ世代内

での性差は有意差が出なかった.しかし若年者と高齢者の比較

では,高齢者のほうが優位に多いことがわかった（図5）.	
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図5,印象語平均発言数における世代と性差比較	
 	
 

	
 最後に高齢者女性と若年者女性の連想語回答について分類

を行った.その結果から,年を重ねると人物・衣類（世代や洋服）,

文化（日本文化や音楽）,環境（家具や外部環境）,自然（自然

界の生息物）などの項目内容が増え,飲食や固有名詞（キャラ

クターや商品名など）の回答が減った.	
 

5.	
 2.	
 色彩差	
 

	
 連想語の平均発言数は,	
 紫を含んだ配色が他の配色よりも

有意に少ないことが明らかになった（図6）.	
 この結果は,	
 紫

を含む配色は他の配色よりも,	
 連想語を想起し難いことを示

唆している.	
 

	
 
図6,連想語平均発言数における色彩比較	
 

	
 若年者と高齢者を比較すると,	
 若年者の連想語平均発言数

は,	
 紫を含んだ配色が他の配色よりも有意に少ないことが明

らかになった（図7）.	
 一方,	
 高齢者の連想語平均発言数は,	
 紫

を含む配色と白を含む配色においてのみ有意差があった（図8）.	
 	
 

	
 

図7,若年者の連想語平均発言数における色彩比較	
 

	
 

図8,高齢者の連想語平均発言数における色彩比較	
 

	
 紫を含んだ配色と白を含んだ配色は両世代で優位な差があ

り,白を用いた日常的ものが多く,紫を用いた日常的なものが

少ないからではないかと考える.	
 

	
 また印象語の平均発言数を年齢と色名毎に比較すると,若年

者の場合は,赤を含む配色と,橙,黄,青,白を含む配色の間と橙

を含む配色と紫を含む配色に有意差があることが明らかにな

った（図9）.一方,	
 高齢者の場合,	
 どの色でも有意差は見られ

なかった.このことより,印象表現が配色に影響を受けやすい

のは,高齢者よりも若年者であることが判明した.	
 

	
 

図9,若年者の印象語平均発言数における色彩比較	
 

6．考察	
 

6.1.	
 世代差と性差	
 

	
 本研究では2色配色に着目し,印象語と連想語の想起につい

て若年者と高齢者,男性と女性,配色による差があるかどうか

分析をした.結果をまとめると,男性の場合,若年者と高齢者共

に,連想語を想起しやすく,	
 連想語発言数も印象語発言数は年

ごとに増加することが分かった.	
 

	
 一方,	
 女性の場合,若年者は連想語を高齢者は印象語を想起

しやすく,連想語発言数は年を経るほど減少し,印象語発言数

は年を経るほど増加することが明らかになった.	
 

	
 男女ともに印象語発言数は年を経るほど増加する理由は,年

齢を重ねるごとに抽象的な表現が得意になるためではないか

と思われる.	
 

	
 女性の世代差は香川らの研究の通り,高齢者女性の方が若年

者女性より自然界や文化への関心が高いことから,印象語の想

起数が多くなる結果に結びついたのではないかと考えられる.

加えて,本実験では人物や衣類などの関心も年を経るごとに増

加していた.	
 

	
 以上より,世代差が明らかになった事から配色支援システム

にはデザイン利用者の年齢や性別などを用いて推薦すること

が望ましいことが明らかとなった.	
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6.2.色彩差	
 

	
 次に,世代差と配色間の比較をした場合,3つの色彩に特徴が

見られた.	
 	
 

6.2.1紫を含む配色	
 

	
 世代を問わず紫を含む配色から連想語が想起されにくいこ

とが明らかとなった.色パターン見本40選[11]から分かるよう

に、40パターン中にある紫の使用された配色は2パターンのみ

である。このことより紫は日常的に使用される配色頻度が他の

色彩と比べて少ないことが考えられる.よって,配色支援シス

テムにおいて紫は他の色より推薦頻度を考慮すべきではない

かと考える.	
 

6.2.2白を含む配色	
 

	
 高齢者は白を含む配色から紫を含む配色より連想語が想起

されやすいことが明らかとなった.齋藤ら[12]より,白は日本

人が一番好む色で,「純白・清潔」のイメージから,家電や清潔

感を想起させるモノに使用され高齢者の方が若年より家事や

家庭にいることが多い事から接触回数の多さよりこの結果に

至ったのではないかと考える.	
 よって,配色支援システムにお

いてデザイン利用者が高齢者の場合は白の推薦頻度を考慮す

べきではないかと考える.	
 

6.2.3赤を含む配色	
 

	
 若年者は赤を含む配色から印象が想起されやすいことが明

らかとなった.Elliot	
 Andrewら[13]の研究のロマンチック・レ

ッド効果より赤による感情の変化は他の色と比べて想起され

やすく高齢者より多感な若年者はその影響を受けやすいので

はないかと考える.よって,配色支援システムにおいてデザイ

ン利用者が若年者の場合は赤の推薦頻度を考慮すべきではな

いかと考える.	
 

7.まとめと今後の課題	
 

7.1.被験者の追加	
 

	
 若年者20名(20歳〜24歳,男性:16名女性:4名)高齢者22名（65

歳〜69歳,男性:11名女性:11名）と被験者の人数は均等でなか

った.特に若年者女性を増やすべきである.	
 

7.2.印象語と連想語の分類方法を再検討	
 

	
 分類については,実験者の主観で判別を行った.分類しにく

い曖昧な回答もあったため,複数人でのディスカッションで分

類するか,被験者本人に分類させることによって客観性のある

分類に繋がると考える.	
 

7.3.色彩嗜好アンケートの追加	
 

	
 各色彩に対して嗜好データを取ると,嗜好による印象語と連

想語の関係も導ける.本実験では,「紫を含む色」の連想回答は

有意に少なく,これは,印象語でネガティブ回答が多い事から,

ネガティブバイアスとして回答数が少なかった可能性が考え

られるからである.よって,その証明のために嗜好データを追

加し実験を行うべきと考える.	
 

7.4.アプリケーションへの応用（配色支援システム）	
 

パーソナリティに合わせた配色支援システム化の開発が望

まれる.このシステムに,本研究成果を反映させることで,世代

や性差を考慮し印象語だけでなく連想語も使用できる配色支

援システムの提案が可能と考えられる.	
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